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海　水　魚　を　愛　す　る　私

庄内地方、特に鶴岡を中心とした地域の皆さんは
磯釣りに大変興味を持っているとのことです。聞く
ところによると三人に二人は趣味は釣りと云ってい
ます。それもそのはずです。秋田県境の女鹿から新
潟県境の鼠ヶ関まで約100キロメートル余りの海岸
は、岩場あり、砂地あり、又河口ありで、日本でも

有数の名釣場がありますので、釣りキチも多いのだ
と思います。秋になると小学生の遠足に、又海岸の
いも煮会等に釣り竿を持ってゆくのが目につくのも
ここ鶴岡ならではと思います。私達の仕事の中でも
釣りの話がでない日がないくらい熱中している人が
多いと感じられます。私もその中の一人であると自
負しています。会員の皆様には磯釣りのベテランが
多いと思いますので、釣りの講釈などする気持ちは
更々ありませんが、釣りに行けば、かならず釣れる
ものではありません。年に1度か2度あるでしょう
か、自分として満足な釣果は。磯の情況の良い時は
休みでなかったり、又仕事が休みで今日こそはと思
いながら足を運ぶと、全くだめだったり、腕も悪い
のも確かですが、本当1乙．条件の合う時は少ないよう
です。

そうこうしている内、折角めぐり合った魚を飼育
してみたいと思うようになりました。鶴岡に転勤し
て、いろいろな万とお会いしている内、なんと海水
魚を飼育して楽しんでいる方がいるではありません
か。尺以上の真鯛が2匹、悠々と泳いでいるのです。
興奮のあまり時を忘れ飼育方法、苦労話等を聞いた
のが私の海水魚の飼育の始まりでした。

関　原　亨　司　署

人間と違って魚は自殺しない。魚は裸である等々
いろいろの万からお教えをいただいたので、自分な

りに解ったつもりですが、いざ実行してみると失敗
の連続でした。それは人間の目でみる情況と彼女等
の環境が別世界であるためであります。彼女達は自
分達の住み良いところに自由に移動できるものを、
たかが140リットル位の水槽の中で、人間の目でき
れいな水があるから等と云っているのでは、彼女等
にとっては、たまったものではないのである。

暗中模索の日が続きました。（む水質はどうか　④
妓素は　④水温は　④ェサは…等々。趣味には金を
かけないことであると常々思っている私であるので
一時私には無理であると思い、あきらめたのですが、

そんな時、荘内日報に市内大西町の方が、7年もか
けてシノコダイを黒鯛まで育てたとの写真入りの記
事を見て感動し、現在に至っているのです。これか
らも何年も続けていきますが、振り返ってみるとい
ろいろな事が想い出されます。暑い夏の日など水温
が30度近くまで上り、水を一晩中入れたり、日中電
話で家内に指示をしたり、冬の水交換の時は、ポリ
容器を風呂に入れ、水温を調節してから交換したり、
又、海水を交換する為のポリ容器を常に車に積んで
います。飼育するための技術とか仕組みについて何

も説明しませんが、自然の力で共存共栄できること
を、こんな小さな水槽でも立証できるのですごそれ
に愛情があれば、彼女等は私を裏切らず、真鯛3匹
（30仰位）、シノコ鯛4匹（15仇位）今日も尾鱒を
振ってごあいさつ。今日も早く帰ろう　なんて〝

（会長報告）山。篤之助看
1．九里ガバナーの公式訪問が先週7月29日行われ、

又、引続きクラブ協議会も無事終る事が出来まし
た。会員の皆様のご協力に感謝申し上げます。又
出席率も後程出席委員会から報告ありますが、大
へん良い成績でした。厚くお礼申し上げます。

2．第2回定例理事会の決定事項を申し上げます。
ィ．財団奨学生2名の申し込みがありました。
山形大学大学院　　　佐藤利夫君
東京大学大学院卒業　篠崎　　実君
東京大学教養学部助手

ロ．清水二郎さんの所属委員会をプログラム委員

会にお願い致します。
ハ．会員の出席免除について下記4名
クラブ定款第8条第5節D項に依り、
鈴木弥一郎君．阿部与十郎君
飯白祐倍君．佐藤噸治君

二．中学校・高等学校英語弁論大会について

日　時　　9月17日（水）午前9時～午後3時

場　所　第2学区コミュニティーセンター
従来通り協力致します。
ホ．ローターアクト会員の増強の件で、先のクラ
ブ協議会の席上、18才以上28才迄の学生、即ち



大学生の会員を求める様ガバナーよりご指導あ
りましたので、クラブとしてもこの線に沿って
増強し、活動を促するに決定致しました。
3．R．Ⅰ253地区第21回インターアクト年次大会が

ホスト校県立温海高等学校、スポンサークラブ温
海R．Cで「考えよう　奉仕のすがたを」のテーマ
で、8月4・5・6日の3日間にわたって行われま

すので、その開会式へインターアクト委員長の皆
川光吉さんと幹事の松田士郎さんと私と3名出席
してまいりました。又、鶴岡工業高専校よりLA
C会員3名、顧問教師の篠崎先生、鶴岡工業高校
よりLA．C会員1名参加されてます。場所は温海
林業センターで、午後3時の点鐘、ホストクラブ
会長、学校長、スポンサークラブ会長の挨拶に続
いて、祝辞を九里茂三地区ガバナー、本間儀左工

門地区インターアクト小委員長、本間満義温海町
長あり、厳粛に行われました。
4．庄内地区インターシティー．ゼネラル．フォー

ラムLG．Fの開催の案内が参ってます。
来る9月28日午前10時30分より、立川コミュニ
ティーセンターで行われます。多数の会員の皆様
のご参加をお願い致します。勉強会ですので、理
事、役員の方をはじめ、新会員の万のご参加を特
にお願い致します。

〔‾面事報告）　松田士郎署
○例会変更のお知らせ
1．鶴岡西R．C
8月15日（金）の例会を最終例会の為
8月14日（木）午後6時30分

場　所　グランド　エル．サン
登録料　　4，000円

2．八幡R．C

8月9日（土）の例会をガバナー公式訪問の
為8月8日（金）P．M．12：30

場　所　八幡公民館
登録料　1，200円

○会報の回覧

鶴岡西R．C、鹿児島西R．C、山形R．C、
山形西R．C
O地区大会へ多数の参加をお待ち教しております。
ロータリーマーク入りの袋、クラブ会員全員に配

布して下さい。

〔親睦活動委員会〕
会員誕生

奥様誕生

口車二鹿妻鼻会‾‾‾〕
〇年間皆出席　　　な　　　し
07月100％出席　52名

秋野．阿蘇．張．藤川．平出．布施．飯白．石
井．石川．石黒．板垣（俊）．市川．飯野．黒谷
小池．小松．加藤（和）．皆川．松山．塚原．三
井（賢）．三井（睡）．嶺岸．迎田．佐古田．諸橋

富田．松田．中江．中野．関原．斎藤（隆）．佐
藤（忠）．佐藤（順）．佐藤（衛）．佐藤（友）．新穂
菅原．鈴木（善）．鈴木（弥）．佐藤（陸）．庄司．
佐々木．斎藤（昭）．中沢．高橋．丹下．手塚（林）
富樫．山口．吉野．碓氷

桓主要リー情報学亘　新穂光＿郎君
O「ロータリー名言カレンダー」編集についてお

願い
拝啓　新年度を迎えロータリー情報委員長としてご
活躍のこと、まことにお目出度く存じます。
さて、ロータリーは奉仕団体と云われております
が、実は奉仕する団体というよりは、奉仕を志す人
人の集団でありましょう。すなわち団体として大規
模な奉仕をするのが目的ではなく、個人個人を開発
して、その家庭に、職場に、はたまた地域社会に於
いて奉仕を実践させるのが本命かと存じます。その
ためには、例会や行事に参加するばかりでなく、日
常生活の中で常に奉仕の理想を高めることが大切と　　ゝ／
存じます。私はその一助として、ロータリー名言カ
レンダーなるものを編集、好評に応えて9年間提供
を続けて参りました。
同封の印刷物は本年度版の見本です。ご覧のよう
に週めくりになっており、右半分に日付欄とロータ
リー行事を掲載し、左半分にはロータリアン必唱の
名言が掲げてあります。そしてこの53週・53の名言
に加え、毎日365の名言が紹介されています。
これらの名言は嘗てバストガバナーの諸君にご提

供を願っておりましたが、ロータリー75周年以降、
これを「股公募として、日本中のロータリアンにご

応募ねがうことになりました。
ついては、ロータリアン教育の衝にある貴下には

率先御協力を賜りたく、また広くクラブ会員にも応
募方御勧誘のほどお願い申し上げます。
昭和61年7月吉日
第256地区バストガ′ヾナー　前原勝樹（桐生）
∇376　群馬県桐生市天神町1－3－9

応　募　規　定
1．ロータリアンとして日常心がくべき名言・格言
・座右の銘等

1．1編20字以内

創作も引用も可。引用の場合はその出典も付
記。

1．1クラブ5編以内
1．〆　切　昭和61年9月5日必着
1．採　否　編者におまかせください

〔‾‾ス　マ　イ　ル〕

村中文章君　　東根市に自宅新築完成、8月2日
より引越して

秋野　忠君　　前会長・幹事として御招待戴いた
御礼として

佐古田義明君　　仙台出張で集中豪雨に遭い遅れ、
S・A・Aの衡手伝いを皆様からや
って戴いて

関原亨司君　　8月4日より鶴園ビル2階に事務
所を移転して

机冊ロー　　一

汗　まへ

川　、JI
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